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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 19日 (2006.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ で は 、 ア ク セ ス 方 式 と し て 、 Ｃ Ｓ Ｍ Ａ ／ Ｃ Ａ 通 信 方 式 を 用 い て
い る 。 Ｃ Ｓ Ｍ Ａ ／ Ｃ Ａ で は 、 デ ー タ 信 号 を 送 信 す る 前 に 希 望 送 信 周 波 数 を 観
測 し 、 他 の 局 が 送 信 し て い な け れ ば デ ー タ 信 号 の 送 信 を 行 う こ と が で き る 。 他 の 局 が 送 信
中 の 場 合 は 、 所 定 の 手 順 に よ り 送 信 処 理 を や り 直 す 。 こ の 手 順 に 従 う こ と に よ り 、 複 数 の
局 が 同 時 に 送 信 し た デ ー タ 信 号 が 受 信 局 で 干 渉 し 、 受 信 誤 り と な る こ と を 防 い で い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 本 実 施 形 態 に お け る 無 線 通 信 装 置 の 構 成 図 を 示 す 。 こ の 無 線 通 信 装 置 は 、 通 信 回
路 １ ０ １ 、 通 信 制 御 回 路 １ ０ ２ お よ び 対 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 干 渉 制 御 回 路 １ ０ ３ か ら 構 成 さ れ て い
る 。 な お 、 主 に 対 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 干 渉 制 御 回 路 １ ０ ３ で 、 送 信 要 求 信 号 を 受 信 し た 受 信 局 が 受
信 準 備 完 了 信 号 を 返 送 す る 第 １ の 無 線 通 信 方 式 を 構 成 す る 。 ま た 、 通 信 回 路 １ ０ １ お よ び
通 信 制 御 回 路 １ ０ ２ で 、 第 １ の 無 線 通 信 方 式 一 の 周 波 数 帯 で デ ー タ 信 号 の 送 受 信 を 行
う 第 ２ の 無 線 通 信 方 式 を 構 成 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 １ １ １ は 、 通 信 期 間 の 長 さ や 送 信 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る た め の 回 路
で あ る 。 こ の タ イ ミ ン グ 制 御 回 路 １ １ １ は 、 通 信 制 御 回 路 １ ０ ２ か ら 通 知 さ れ る 通 信 回 路

の 信 号 レ ベ ル

と 同



１ ０ １ の 通 信 期 間 に 従 い 、 デ ュ レ ー シ ョ ン 設 定 回 路 １ １ ２ に 次 の 通 信 期 間 の 長 さ を 通 知 し
、 Ｃ Ｔ Ｓ フ レ ー ム 生 成 回 路 １ １ ４ に Ｃ Ｔ Ｓ フ レ ー ム 送 信 タ イ ミ ン グ を 通 知 す る 。 具 体 的 に
は 、 Ｃ Ｓ Ｍ Ａ ／ Ｃ Ａ に 要 す る 可 能 性 の あ る 時 間 と Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 に 要 す る 時 間 と

を 合 わ せ た 時 間 を 、 次 の 通 信 期 間 の 長 さ と し て 通 知 す
る 。 ま た 、 こ の 通 信 時 間 の 長 さ を 考 慮 し て 、 送 信 開 始 時 間 を 早 め た 期 間 を Ｃ Ｔ Ｓ 送 信 タ イ
ミ ン グ と し て 通 知 す る 。
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が 送 信 し た い デ ー タ 量 の 送 信 時 間 と
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